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昭和63年8月!日発行

-男 5，963人 (+29) 

田T 女 5，754人 (+17) 

交計 11，717A(吋 )

口世帯数 3，710戸 (+23) 
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.新しく設けられた「町源氏ホタル飼育室」

夜
、
蛍
が
飛
び
か
う
姿
を
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。
昔
は
、
町
の
あ

ち
こ
ち
で
見
る
こ
と
の
で
き
た
蛍
の

光
も
、
今
で
は
め
っ
た
に
見
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
あ
の
美
し
い
輝
き
を
も
う

一
度
呼
び
戻
そ
う
と
町
教
育
委
員
会
で

は
、
昨
年
六
月
か
ら
蛍
を
飼
育
。
今
年

の
三
月
に
は
幼
虫
約
八
百
匹
を
紙
漉
阿

原
地
内
に
放
流
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
か
い
あ
っ
て
、
六
月
中
旬
か
ら
下

旬
に
か
け
て
美
し
い
弧
を
描
い
て
飛

び
か
う
蛍
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
、
住
民
の
手
で
蛍
を

保
護
し
て
い
こ
う
と
い
う
声
が
高
ま
り

愛
護
会
が
発
足
。
五
月
二
十
七
日
に
は
、

町
中
央
公
民
館
で
第
一

回
町
源
氏
ホ

タ
ル
愛
護
会
総
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
担
当
職
員
か
ら
こ
れ

ま
で
の
経
過
報
告
を
聞
い
た
後
、
役

員
を
選
出
し
、
今
年
度
の
活
動
計
画

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
人
工
ふ
化
・
河
川
の
清

.室内は常時25度に保れ、飼育用具が完備さ れています。

ホタル

飼育

掃
・
保
護
ゾ
ー

ン
の
設
定

・
放
流
可

能
地
域

の
調
査
活
動
な
ど
を
行
う
計

画
で
す
。

。
町
源
氏
ホ
タ
ル

飼
育
室
。
も
新
設

ま
た
、
六
月
十
三
日
に
は
、
町
中

央
公
民
館
裏
に

「
町
源
氏
ホ
タ
ル
飼

育
室
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
飼
育
室
は
、
総
費
用
八
十
三

万
円
で
建
設
。
井
戸
が
掘
ら
れ
地
下

水
が
引
か
れ
て
い
る
ほ
か
、
室
内
に

は
飼
育
用
具
が
整
備
さ
れ
、
ク
ー
ラ

ー
に
よ
っ
て
常
時
二
十
五
度
に
室
内

温
度
が
保
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
こ
を
中
心
に
集
中
飼
育

が
行
わ
れ
、
九
月
中
旬
に
は
希
望
会

員
に
幼
虫
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
も
環
境
美
化
を
心
が

け、

町
の
大
切
な
宝
・
源
氏
蛍
を
守

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

愛
護
会
々
員
は
次
の
通
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

V
会

長

柳

沢
八
十

一
V
副
会
長

三
神
善
章
V
監

査

井

口

伝
V
研
究

部
長

若
尾
敏
夫
V
事
務
局
長

福

島
正
明
V
会

員

川

口

省
三
、
望
月

多
計
男
、
青
柳
健
蔵
、
志
村
国
男
、

一
ノ
瀬
金
造
、
伊
藤
三
之
、
窪
田
孝
枝
、

小
宮
山
併
、
高
野
幸
一
、
渡
辺
進
、

塩
沢
盛
夫
、
五
味
義
章
、
中
沢
潔
、

井
口
浩
、
井
口
孝
裕
、
深
沢
慶
蔵
、

名
執
益
夫
、
志
村
一
、
志
村
繁
、
秋

山
毅
、
渡
辺
武
雄
、
佐
野
勲
、
佐
野

光
、
風
間
義
夫
、
中
井
み
ど
り

一

昭

和
の
初
め
鎌
田
川
の
源
氏
蛍
が
国
の

一
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
蛍
祭
り
に
は
、

し
大
勢
の
人
々
が
わ
が
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

一

沢

山
の
蛍
の
舞
い

光
る
風
物
詩
に
限
り

一
な
く
郷
愁
を
抱
い
て
は
い
ま
す
が
、
蛍
の

一
生
態
、
飼
育
な
ど
に
つ
い
て
は
何
も
判

つ

.
て
は
い
ま
せ
ん
。
新
田
園
都
市
と
し
て
の

一
未
来
の
わ
が
町
に
、
こ
の
風
物
詩
を
再
現

一
す
る

の
は
大
変
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

一
昨
年
か
ら
蛍
の
飼
育
放
流
を
体
験
し
て

一
お
ら
れ
る
町
教
育
委
員
会
の
志
村
・
穂
坂

ト
先
生
を
中
心
に
、
会
員
一
同
大
い
に
勉
強

一
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

町
の
皆
様
方

一
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

63.8.1② 

町源氏ホタル愛護会々長

柳沢八十一氏

広報 しよろわ

蛍
を
育
て
て

み
ま
せ
ん
か
グ

か
つ
て
町
の
象
徴
で
あ
っ
た
源
氏
蛍
の

復
活
を
願
い
、
町
は
た
る
愛
護
会
で
は
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

蛍
に
興
味
の
あ
る
方
、
自
分
で
飼
育
し

て
み
た
い
方
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

町
の
大
切
な
宝

・
源
氏
蛍
を
守
り
、
蛍

の
飛
び
か
う
町
に
し
ま
し
ょ
う
。
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-水の週間

水
は
限
ら
れ
た
資
源

使
い
方
を
工
夫
し
よ
う
グ

水の日

。
本
当
に
日
本
は
水
が
豊
か
か
?

地
球
上
に
あ
る
あ
ら
ゆ
る
水
の
う

ち
淡
水
(
真
水
)
は
何
%
を
占
め
る

か
ご
存
じ
で
す
か
。
答
え
は
三
%
。

残
り
の
水
は
す
べ
て
海
水
で
す
。
し

か
し
こ
の
三
%
の
淡
水
の
う
ち
、
七

O
%
は
南
極
や
グ
リ
ー

ン
ラ
ン

ド
の

氷
で
す
。

つ
ま
り
、
生
活
に
使
え
る

水
は
ご
く
わ
ず
か
|
|
地
球
上
の
水

の

0
・
八
%
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。

「
で
も
、
日
本
は
水
が
豊
富
な
ほ
う

で
は
な
い
か
」
と
思
わ
れ
て
い
る
方

も
多
い
よ
う
で
す
が
、
本
当
に
日
本

は
水
が
豊
富
な
国
な
の
で
し
ょ
う
か
。

⑨
大
部
分
の
水
、
か
海
ヘ
流
出

企むだのないように使おうねグ

日
本
の
年
間
平
均
降
水
量
は
約
千

七
百
五
十
ミ
リ
で
、
世
界
平
均
降
水

量
(
約
九
七

0
ミ
リ
)
の
約
二
倍
で
す
。

こ
の
数
字
だ
け
を
見
る
と
、
日
本
は

水
が
豊
富
な
よ
う
で
す
が
、
狭
い
国

土
に
人
口
が
多
い
た
め
、
一
人
当
た

り
の
降
水
量
は
世
界
平
均
の
六
分
の

一
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
雨
は
毎
月
平
均
的
に
降
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
限
ら
れ
た

季
節
に
梅
雨
、
台
風
、
雪
な
ど
が
集

中
し
ま
す
。
し
か
も
国
土
は
山
地
が

多
く
、
河
川
の
流
れ
が
急
な
た
め
に
、

大
部
分
の
水
が
わ
ず
か
の
問
に
海
へ

流
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
然
に
蒸
発

し
て
し
ま
う
分
も
考
え
る
と
、
わ
た

し
た
ち
が
使
え
る
水
は
、
年
間
平
均

降
水
量
の
三
分
の
一
ほ
ど
に
な

っ
て

し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
水
は

い
つ
も
豊
富
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
、

限
ら
れ
た
資
源
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

水
を
大
切
に
使
う
|
|
頭
で
は
よ

く
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
が
、

い
ざ
実
行
す
る
と
な
る
と
ど
の
程
度

の
節
水
を
目
安
に
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

-
歯
み
が
き
は

コ
ッ
プ
三
杯
が

目
安コ

ッ
プ
三
杯

程
度
で
す
む
歯

み
が
き
も
、
流

し

っ
放
し
で
は

一
分
間
に
約
六

リ

ッ
ト
ル
の
水

が
無
駄
に
な
り

ま
す
。

-
洗
濯
は
一
回

百
リ
ッ
ト
ル
で

す
む水

を
た
く
さ

ん
使
い
そ
う
な

a 置.U']III

洗
濯
も
、
工
夫
を
す
れ
ば
一
回
百
リ

ッ
ト
ル
で
す
み
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

流
し
っ
放
し
で
使
用
す
る
と
、
二
百

四
十
リ

ッ
ト
ル
の
浪
費
と
な
り
ま
す

0

・
浴
槽
の
水
を
活
用
し
よ
う

浴
槽
は
小
き
な
も
の
で
も
二
百
リ

ッ
ト
ル
の
水
が
入
り
ま
す
。
風
呂
の

残
り
湯
は
洗
濯
、
掃
除
、
ま
き
水
に

使
い
ま
し
ょ
う
。

-
洗
車
は
バ
ケ
ツ
五
杯
で
き
れ
い
に

バ
ケ
ツ
洗
い
な
ら
五
杯
で
す
む
洗

車
も
、
流
し
っ
放
し
の
ホ
ー
ス
洗
い

で
は
、
バ
ケ
ツ
三
十
杯
以
上
の
水
を

無
駄
に
し
ま
す
。

-
炊
事
な
ど
の
水
量
は
、
こ
ま
め
に

調
節
し
よ
う

洗
面
や
炊
事
の
と
き
に
、
水
が
は

ね
か
え
る
ほ
ど
蛇
口
を
ひ
ね
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。

こ
ま
め
に
水
量
を
調
節

し
ま
し
ょ
う
。

れからの¥¥水資源11 として¥欠かせない

l~~.. ._.. ._.._-……... .-

③ 63.8.1 広報しようわ

は
る
か
昔
か
ら
、
人
類
は
水
と
と
も
に
生
き
て
き
ま
し
た
。
わ
た
し

た
ち
の
生
活
は
、
は
か
り
し
れ
な
い
水
の
恩
恵
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
現
代
は
、
以
前
に

も
増
し
て
人
と
水
の
密
接
な
関
係
が
続
い
て
い
ま
す
。
生
活
用
水
や
工

業
用
水
な
ど
、
昔
以
上
に
水
の
使
用
量
が
増
え
た
た
め
、
水
は
ま
す
ま

す
貴
重
な
資
源
と
な
り
ま
し
た
。

八
月
一
日
は
「
水
の
日
」
、
こ
の
日
か
ら
「
水
の
週
間
」
も
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
い
ま
一
度
水
の
大
切
さ
を
見
直
し
、
使
い
方
に
工
夫
を
凝

ら
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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町
で
は
六
月
十
四
日
、
高
根
町
「
清
里
の

…

森
」
で
(
仮
称
)
『
昭
和
町
清
里
の
森
保
健
休

…

養
施
設
』
の
起
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

一

起
工
式
に
は
泉
町
長
を
初
め
、

関
係
者
約

…

五
十
人
が
出
席
。

神
事
や
く
わ
入
れ
な
ど
が

…

行
わ
れ
工
事
の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。

…
・
国
保
の
届
出
は
十
四
日
以
内
に
|

こ
の
施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階

一

国
民
健
康
保
険
に
入
る
時
、
又
や

建
て
で
、
延
べ
床
面
積
約
九
百
三
十
九
平
方

一

め
る
時
、
資
格
の
移
動
が
あ
っ
た
場

一
階
は
研
修
室
・
ロ
ビ

i
・
食
堂
・
浴

一
合
は
早
め
に
届
出
を
し
て
下
き
い
。

室
に
分
れ
、
二
階
は
三
十
六
畳
の
大
広
間
と

…
届
出
が
遅
れ
ま
す
と
加
入
資
格
が
生

客
室
六
部
屋
を
造
る
計
画
で
す
。
ま
た
、
屋

一
じ
た
時
に
逆
の
ぼ
り
課
税
さ
れ
、
負

根
は
グ
レ

l
色
、
外
壁
は
白
系
統
に
塗
り
分

一
担
が
大
き
く
な
っ
た
り
、
又
資
格
が

け
た
別
荘
風
の
建
物
で
す
。

一
な
く
な
っ
た
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す

六
十
四
年
四
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、

…

と
、
そ
の
ま
ま
課
税
さ
れ
て
し
ま
い

「
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
も
が
親
し
め
、

一
ま
す
。
次
の
よ
う
な
異
動
が
あ
っ
た

安
心
で
快
適
な
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
フ
を
送
る
こ

…
場
合
は
必
ず
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

と
が
で
き
る
施
設
」
を
目
標
に
、
い
よ
い
よ

…

(
別
表
参
照
)

新
し
い
町
民
の
憩
い
の
場
の
建
設
が
始
ま
り

一
・
ぉ
医
者
さ
ん
に
か
か
る
時
は
ー
ー

ま
し
た
。

一

保
険
証
は
大
切
な
も
の
で
す
。
お

¥

一、
i
j
;
!
j
i
-
-
:
i
j
i
f
-
-
i
i
:

¥
!
?
!

JF
f

ー

l

b

名
づ
十
奈
は
あ
な
だ

一

「清
里
の
森
」

ろ

か
、
手
長
持

h
'

…

保
健
休
養
施
設
の

A
f
釆
〓
多
t
y
E

…

届
け
出
は
、

忘
れ
ず
、
お
早
め
に
グ

くわ入れをする泉町長。工事の無事を祈りました

快
適
な
リ
ゾ
ー
ト
・
ラ
イ
フ
が
エ

ン
ジ
ョ
イ
で
き
る
「
清
里
の
森
」
保

健
休
養
施
設
。
皆
さ
ん
の
親
し
み
ゃ

す
い
施
設
に
す
る
た
め
、
こ
の
施
設

の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
名
前
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

-
応
募
資
格

町
内
在
住
者

-
応
募
方
法

役
場
備
え
付
け
の
用

紙
ま
た
は
官
製
は
が
き
に
、
施
設
の

名
称
と
簡
単
な
説
明
を
書
き
、
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
性
別
・
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
一
枚
に
一

つ
記
入
し
郵
送
し
て
下
さ
い
。

-
応
募
期
間

十
月
三
十
一
日
ま
で

.
応
募
先
・
お
問
合
せ

昭
和
町
役

場
企
画
調
整
室
干
四

O
九
l

三
八

昭
和
町
押
越
五
回
二
の
二
(
宮
市
1

2
1
1
1
内
線
⑬
・
⑪
)

.
発
表

広
報
に
掲
載
、
竣
工
式
で

表
彰
。
な
お
、
採
用
者
に
は
、
賞
状

並
び
に
記
念
品
を
贈
り
、
副
賞
と
し

て
施
設
の
宿
泊
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

，h
毛
主
音
339s-dd砲

医
者
さ
ん
に
か
か
る
時
、
保
険
証
を

忘
れ
ま
す
と
全
額
負
担
と
な
り
ま
す
。

必
ず
持
参
し
窓
口
に
提
示
し
て
下
さ

.
納
税
通
知
に
つ
い
て
|

|

国
保
税
の
八
月
以
降
分
の
納
税
通

知
は
、
納
税
組
合
加
入
世
帯
に
は
組

合
を
通
じ
て
配
布
さ
れ
ま
す
。
そ
の

他
の
世
帯
に
は
、
郵
送
等
に
て
「
今

月
中
旬
」
ご
ろ
お
届
け
致
し
ま
す
。

紛
失
し
た
り
通
知
書
が
届
か
な
い
場

合
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

ま
た
、
四
月
一
日
以
降
国
保
に
加

入
し
た
世
帯
に
も
今
回
通
知
書
を
発

送
致
し
ま
す
。

国保の届け出は14日以内に

出計 次のような資格の異動ガあ -TE魚

、M った場合は必ず届け出をグ~怨必お

-
保
険
税
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振

④

替
を
l

l

円。

口
座
振
替
を
利
用
し
ま
す
と
保
険
臼

税
が
あ
な
た
の
預
貯
金
か
ら
自
動
的
}

に
振
替
納
付
さ
れ
ま
す
。

伝

個
人
で
納
期
ご
と
に
金
融
機
関
へ
い

行
く
の
が
不
便
な
方
な
ど
、
つ
い
う
報

っ
か
り
納
期
内
の
納
め
忘
れ
が
な
く

広

な
り
ま
す
。
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

-
交
通
事
故
で
保
険
証
を
使
い
た
い

時
は
|

|

最
近
、
交
通
事
故
が
非
常
に
多
発

し
て
い
ま
す
。
車
を
運
転
し
て
い
る

人
も
歩
行
者
も
お
互
い
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。
も
し
交
通
事
故
に
あ
っ

た
時
、
保
険
証
を
使
用
し
た
い
場
合

は
必
ず
連
絡
を
し
て
下
さ
い
。

-
国
保
に
関
す
る
お
問
合
せ
は

役

場
住
民
課
国
民
健
康
保
険
係
(
岱
万

1
2
1
1
1

内
線
⑫
・
③
)
ま
で

こん芯 とき 持参するもの、司r 厚

入保国c るとき

他市区町村から転入して来た
印かん、転出証明書

とき

他の健康保険をやめたとき 印かん、健保の離脱証明書

生活保護を受けなくなったとき 印かん、保護廃止決定通知書

子どもが生まれたとき 印かん、保険証、母子手帳

保や国めるきをと

他市区町村へ転出したとき 印かん、保険証

他の健康保険に}JII入したとき 印かん、国保と Ii!!保の保険証

生活保護を党けることになっ 印かん子、匡択ヨ保険証、イ呆議開始決
たとき 定通知

死亡したとき 印かん、保険証、死亡証明書

j旦峨者l矢療制度に該当したとき 印かん、年令証書、保険証

退職者医療iltIJ)~互に該当しなく
|市かん、 I~~険日正なったとき

そ
住所、世'常主、氏名などヵ、変
わったとき

I:Pかん、{与!ー険証

の
{呆 I~~t正をなくしたり、よごれ 1'11 かん、 N~ えなくなった千呆険

他
てイ変えなくなったとき ，iiE、身分を証明するもの

{Itザ:のため、 (-ども刀、他の山一
区町村に下山するとき 1:11かん、保険証、イ!学証明書 l

長期旅行などで万1111';1の保険υ正
nJかん、 保J~~日正カ‘はしし、とき



第
三
回
国
連
軍
縮

特
別
総
会
に
参
加
し
て

山

梨

大

学

教

授

鈴

木

章

方

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
非
同
盟
諸
国

が
中
心
と
な
っ
て
呼
び
か
け
、
一
九
七

八
年
に
軍
縮
と
核
兵
器
廃
絶
の
た
め
に

第
一
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

V

先
月
号
で

紹
介
し
た
山

梨
大
学
教
授

の
鈴
木
章
方
氏
(
上
河
東
二
区
)
に
今

月
号
か
ら
二
回
に
わ
た
っ
て
第
三
回
国

連
軍
縮
特
別
総
会
の
模
様
を
レ
ポ
ー
ト

し
て
も
ら
い
ま
す
。
平
和
の
大
切
さ
を

ご
家
族
で
も
う
一
度
考
え
直
し
て
み
て

下
さ
い
。

ー

ー

l
o
l
li-
--l
o
l--

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
開
催

さ
れ
た
こ
の
会
議
に
出
席
す
る
た
め
に

五
月
二
十
九
日
に
山
梨
を
出
て
、
延
べ

十
七
日
間
、

六
月
十
四
日
に
帰

っ
て
参

り
ま
し
た
。
会
議
出
席
に
あ
た
り
、
泉

町
長
は
じ
め
上
河
東
二
区
、

山
梨
大
学

学
長
、

山
梨
原
水
爆
禁
止
協
議
会
、
遠

光
寺
御
住
職
な
ど
多
く
の
方
々
か
ら
参

加
費
の
多
大
な
る
御
支
援
を
頂
き
ま
し

た
。そ

も
そ
も
国
連
は
第
二
次
世
界
大
戦

後
に
戦
争
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
第

一
回
国
連
総
会

で
は
原
子
兵
器
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の

核
兵
器
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、
現

在
で
は
周
知
の
通
り
五
万
発
と
も
い
わ

れ
る
大
量
の
核
弾
頭
が
米
ソ
を
中
心
に

配
備
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

核
兵
器
を
持
た
な
い
で
東
西
の
い
ず

れ
の
軍
事
同
盟
に
も
属
さ
な
い
大
部
分

の
国
々
は
核
兵
器
の
脅
威
に
き
ら
さ
れ

@ 

こ
の
よ
う
な
国
際
世
論
の
高
ま
り
も

あ
っ
て
昨
年
は
中
距
離
核
ミ
サ
イ
ル

(

I
N
F
)
全
廃
条
約
が
米
ソ
間
で
結
ば

れ
ま
し
た
。
し
か
し
ま
だ
九
十
七
%
の
核

兵
器
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
一
方
で
食
糧
も
住
む
家
も
な
い
子

ど
も
た
ち
が
い

っ
ぱ
い
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
世
界
の
軍
事
費
は
増
加
の
一
方

で
す
。
そ
の
総
額
は
百
五
十
兆
円
と
も

二
百
兆
円
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
今
回
の
軍
縮
特
別
総
会

も
重
要
な
も
の
で
す
。
核
戦
争
に
よ
る

人
類
の
絶
滅
を
防
ぎ
、
軍
事
費
を
減
ら

し
て
子
ど
も
た
ち
に
充
分
な
教
育
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
援
助
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
何
と
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し

ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
今
度
の
会

議
に
出
席
し
ま
し
た
。

...平和・軍縮を訴えながら行進する参加者の皆さん

昭
和
町
消
防
団
は
、

十
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
る
第

二
十
四
回
県
消
防
団
員
総
合
訓
練
大
会
に
向
け
て
、
押

原
中
学
校
で
訓
練
を
行

っ
て

い
ま
す
。

大
会
に
は
、
六
名
の
代
表
選
手
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
に
出
場
。
大
会
で
は
、
規
律
や
正
確
さ
、
速
さ
が

と
わ
れ
る
た
め
、
基
礎
訓
練
を
初
め
ホ
ー

ス
操
法
や
放

水
訓
練
が
繰
り
返
し
練
習
さ
れ
て
い
ま
す
。

仕
事
を
終
え
て
か
ら
の
訓
練
の
た
め
、
な
に
か
と
苦

労
や
厳
し
さ
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
団
員
の
皆
さ

ん
は
優
勝
を
目
指
し
て
、
き
び
き
び
と
し
た
動
作
や
か

け
声
で
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

「
郷
土
の
防
災
は
俺
達
の
手
で
」
の
精
神
で
、
日
夜
、

私
た
ち
の
生
活
を
守
っ
て
く
れ
て

い
る
消
防
団
。
日
頃

の
活
動
に
感
謝
し
、
火
災
を
お
こ
さ
ぬ
よ
う
私
た
ち
も

努
め
た
い
も
の
で
す
。
十
月
の
こ
の
大
会
で
は
、
日
頃

の
成
果
が
で
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

代
表
選
手
は
次
の
方
々
で
す
。

(

敬
称
略
)

V
小
林

孝

志

村
武
夫

野

沢

幸

仁

望

月

正

喜

長

瀬

博
士
心
三
谷
友
男

惨
殺
事
京
、
、
会
渓
務
。
取
引
放
な
殺
事
冷
提
議
議
議

動
に
た
ず
さ
わ
る
指
導
者
に
も
期
待

す
る
こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
社
会
の
人
々
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
こ
の
活
動
の
基
本
で

す
。
お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
活
力
あ
る
町
民
総
参
加
の
町

づ
く
り
の
た
め
に
も
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
連
絡
先
は
、
町
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

(
包
万

|
3
7
3
7
)
ま
で
。

4
訓
練
に
励
む
代
表
選
手
の
皆
さ
ん
。

ぬ
い
一
夜
夜

若
い
活
力
を
育
て
よ
う
グ

穂
坂

昭
和
町
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

勇
氏

十
年
も
の
長
い
間
、
青
少
年
の
健

全
育
成
の
た
め
に
ご
苦
労
い
た
だ
い

た
、
町
前
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
早
川
美

都
雄
氏
が
、
五
月
三
十
一
日
付
け
で

退
職
さ
れ
、
後
任
に
穂
坂
勇
氏
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

急
激
な
社
会
の
変
化
に
よ
り
、
昭

和
町
も
都
市
化
の
進
む
中
で
、
人
口

が
増
加
し
、
高
学
歴
化
・
家
庭
生
活

の
変
化
に
よ
り
人
々
の
意
識
や
生
活

環
境
も
変
わ
り
、
特
に
青
少
年
の
興

味
・
関
心
・
能
力
な
ど
の
多
様
化
が

目
立
つ
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

次
代
を
担
う
青
少
年
の
育
成
に
つ

い
て
は
家
庭
・
学
校
・
社
会
が
相
互

に
連
携
し
合
う
と
共
に
、
青
少
年
活

昭和町カウンセラ一

穂坂勇氏

ゎ、つよし

①
青
少
年
の
た
め
の
昭
和
町
民
会
議

瑚

②
青
少
年
指
導
者
研
修

J

③
高
生
連
活
動
の
推
進

④
育
成
会
活
動
の
推
進

⑤
そ
の
他

昭
和
六
十
三
年
度
の
活
動
内
容

⑤ 63.8.1 



U

ゴ
ミ

0
の
日
u

の
一
環
と
し
て
五
月

三
十
日
か
ら
六
月
十
一

日
ま
で
の
期
間
中
、

各
地
区
で
空
き
カ
ン
・
空
き
ビ
ン
な
ど
の
ゴ

ミ
収
集
作
業
を
中
心
と
し
た
環
境
美
化
活

動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
で
は
、
早
朝
よ
り
区
民
総
参
加

で、

ビ
ニ

ー
ル
袋
片
手
に
県
道
や
身
延
線

沿
い
・
河
川
な
ど
に
落
ち
て
い
る
空
き
カ

ン
・
空
き
ビ
ン
を
一
つ
ひ
と
つ
拾
い
歩
き

ま
し
た
。
特
に
県
道
や
線
路
沿
い
に
は
多

く
捨
て
ら
れ
、
収
集
す
る
の
に
大
変
苦
労

し
ま
し
た
。
環
境
美
化
や
資
源
再
利
用
の

面
か
ら
も

H

ポ
イ
捨
て
U

は
や
め
、
設
置

さ
れ
た
ク
ズ
か
ご
へ
捨
て
る
か
、
持
ち
か

え
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

こ
の

H

ゴ
ミ

0
の
日
u
に
は
、
町
民
二
、

五

O
九
人
の
参
加
を
頂
き
、
空
き
カ
ン
九

四
、
五
三
五
個
、
空
き
ビ
ン
五
、
三
六
一

本
、
ゴ
ミ

0
・
八
ト
ン
を
収
集
し
、
大
変

な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ー

)

ン

力

の

引

い

間

¥バ
J

ミ

一

フ

協

い

に

司

〉

吋

示
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の
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出
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¥
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(
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会
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〈
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y
b
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ニ
ゼ
?
三寸
F

U
-づ

で

越

」

で

、

し

一

cl
吋
一
に

円
、

ι
¥一現
会

押

日

子

た

越

-

3
ノ
r
zJ

u

、41
員

・

縁
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を
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育
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夜
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h
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h

ご
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教

ア
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の

し

ろ

一

Y.¥

戸
田
」

町

イ

「

夏

と

そ

一

環
境
美
化
・
資
源
再
利
用
の
た
め

花
い
っ
ぱ
い
運
動

菊

の

会

押
越

A捨てる場所を缶ちがい しないでネ。

"'1 ;本|本丁寧に植え込む押越菊の会の皆さん

h
p
早
朝
よ
り
カ
ー
ブ
ミ
ラ
!
の
清
掃
を
行
う

安
協
の
皆
さ
ん
。



高
等
学
校
生
活
指
導
員
が
決
ま
り
ま
し
た

生
活
指
導
員
は
、
必
ず
し
も
非
行
生

徒
の
摘
発
や
取
り
調
べ
を
目
的
と
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
校
生
を
次

代
の
に
な
い
手
と
し
て
尊
重
し
、
信
頼

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
健
全
育
成
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
た
め

に
、
指
導
員
自
身
が
明
る
い
社
会
環
境

づ
く
り
に
努
め
、
厳
正
な
態
度
で
愛
情

と
勇
気
を
も
っ
て
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

各
地
区
の
指
導
員
は
次
の
通
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

西

条

一
区

西

条

二
区

清

水

新

居

西

条

新

田

押

起
河

東

中

島

紙

漉

阿

原

築

地

新

居

飯

喰

河

西
上

河

東

上
河
東
二
区

小
野
征
吾

坂
本
駒
夫

依
田
吉
造

平
石
洋
一

浅
川
武
男

望
月
貞
雄

武
井
啓
吉

松
田
辰
男

鷹
野
忠
利

金
丸
繁
雄

関

新

二

望
月
嘩
朗

高
野
定
明

笹
本
孝
夫

佐
野
栄
一

大

勝

忠

向
山

清

泉

昌

夫

河
田
純
男

桐

林

武

石
原
重
夫

塚
原
将
司

深
津
至
文

*
*
*
白
水
*
水
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
水
*
本
木
*
*
*
*
*
ネ
*
*
*
*
キ
*
*
*
*
*
*
*
*
・
*
本
*
ネ
*
キ
*
キ
*
キ
ネ
*

重体ゐ0そ
が掃事!い

っし¥ーし

夏
休
み
は
、
青
少
年
に
と
っ
て
待
ち

に
待
っ
た
季
節
で
す
。
海
に
山
に
と
期

待
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

し
か
し
、
学
校
が
夏
休
み
に
入
る
と

生
活
が
不
規

則
に
な
り

ま
た
、
心
に

も
油
断
が
で

て
、
思
わ
ぬ

事
故
や
病
気

に
お
そ
わ
れ

一
事

」

q
j

、
止十
一T
J

J
J
f
l
f

」
寸
司
J
λ
i
q
E

の
誘
惑
の
多

い
季
節
で
も

..楽しい夏休みにしようねグ

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
青
少
年
が
心

身
と
も
に
明
る
く
健
康
で
無
事
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
連

携
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
(
例
)

0
家
庭
で
の
役
割
を
分
担
し
、
家
族
で

協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

0
青
少
年
が
白
か
ら
生
活
表
を
つ
く
り

実
行
し
ま
し
ょ
う
。

0
家
族
で
本
を
読
み
、
テ
レ
ビ
を
見
て
、

楽
し
く
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

O
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
家
族
も
す
す
ん

で
参
加
し
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流

を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

O
地
域
の
い

ろ
い
ろ
な
行
事
に
す
す
ん

で
参
加
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

0
子
ど
も
の
遊
び
場
や
道
路
・
水
路

・

空
地
等
の
危
険
箇
所
を
総
点
検
し
、

事
故
防
止
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

O
大
人
の
人
た
ち
の
積
極
的
な
ご
指
導

と
援
助
を
お
願
い
し
ま
す
。

務o危~狙ラ悪徳商法

「
内
職
や
副
業
と
し
て
儲
か
る
口
と
い
う

う
た
い
文
句
で
、
勧
誘
や
、
チ
ラ
シ
広
告
な

ど
で
募
集
す
る
も
の
で
す
。
内
容
と
し
て、

自
動
販
売
機
の
場
合
、
「
お
宅
の
場
所
は
道
路

交
通
上
の
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
自
動
販
売

機
を
購
入
し
て
物
品
を
販
売
す
れ
ば
儲
か
る
。」

と
い
わ
れ
、

一

購
入
設
置
す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
実
際
に
は
思
う
ほ
ど

売
れ
ず
自
動
販
売
機
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
代
や
、
電
気
料
の
負

担
に
悩
ん
で
い
る
例
が
多
い
の
で
す
。

ま
た
宛
名
書
内
職
の
場
合
、
「
一
日
数
十
分
、
月
収

O
万

円
可
能
」
な
ど
と
い
う
チ
ラ
シ
広
告
を
見
て
応
募
し
た
ら
、

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
用
ハ
ガ
キ
代
、
郵
送
料
な
ど
す
べ
て
自
己

負
担

の
う
え
、
注
文
の
あ
っ
た
分
に
つ
い
て
は
マ
ー
ジ
ン
が

支
払
わ
れ
る
が
、
な
い
場
合
は
支
払
わ
れ
ず
、
逆
に
ハ
ガ
キ

代
な
ど
の
出
費
が
高
く
な
っ
た
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
っ
だ
れ
に
で
も
で
き
て
高
収
入
が
得
ら
れ
る
。」

と
い
う
う
ま
い
話
の
裏
に
は
、
保
証
金
、
指
導
料
、
材
料
費

な
ど
消
費
者
に
出
費
き
せ
て
稼
ご
う
と
す
る
業
者
の
本
音

が
隠
れ
て
い
る
こ
と
に
用
心
し
ま
し
ょ
う
。(
他
に
、
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
、
ア

ニ
メ
彩
画
、
ス
ピ
ー
カ
ー
ボ

ッ
ク
ス
な
ど

)

=========================一====一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

「ありがとう事故」に
遭わないために

;こんな :
， 点!こ，
;注意を;

う
ま
い
話
の
裏
に
は
、

者
の
本
音
が
隠
れ
て
い
る

(J¥イク編]

道路が渋滞していても バイクは小きいの

で車の左側をスイスイと進めます。実は、そ

の便利きに落とし穴があるのです。特に交差

点には危険がひそんでいます。

交差点付近が渋滞しているとき、車は交差

点を通過できないので、対向車線の右折車を

先に通そうと 「どうぞ」と合図をし、右折車

は 「ありがとう」の合図を出して曲がること

がよくあります。 しかし 、「 どうぞ」の合図

を送った車の横からバイクがスイッと 出てし

まったら・・・・・・。交差点は、このようないわゆ

る「ありがとう事故」の危険がひそんでいる

のです (図参照)。

この事故は、バイクの欠点 と利点 車の

死角に入りやすいという欠点と、狭い所を通

り抜けることができるという利点一一ーが相ま

って起こった事故といえるでしょう 。

このような事故に遭わない ようにするため

に、渋滞してい る交差点を通るライダーは次

のことを必ず守ってください

①交差点の手前では十分スピードを落とす

② となりを走っている車の動きに十分注意す

る。特に急に速度を落とした時は、前方に

何かがあると思え。

③右折車の有無は必ず目で確かめる。

また、ライダー

は常に目立つ色の

服装でトライパー

に見つけてもらい

やすい工夫をする

ことも大切です。

広報しよろわ⑦ 63.8.1 



j

木
工
芸
術
に
魅
せ
ら
れ
て
j

秋
晴
れ
の
日
曜
日
、
北
巨
摩
の
友

人
の
誘
い
で
仲
間
五
人
で
栗
拾
い

に
出
掛
け
ま
し
た
。
友
人
の
知
っ

て
い
る
山
で
、
大
き
な
栗
を
面
白

一窃

大サジ 2

大サジ 2

大サジ l

大サジ 1

大サジ 1

小サジ 1

小サジ1/2

ん

員

F
)

進

i

区

推
、
え

二

善
、
一
東

k

l

k

可

劃

木

封

栄

大

(

(しょうゆ

|酢

|サラダ油

A~ ごま油

すりごま

しょうが汁

きとっ

ゆで豚の
中華風マリネ

-材料 一一

・豚肉うす切り 300g 

・もどしたわかめ50g 

・トマト lコ

・塩 少々

・長ねぎ 1/2本

『今まで以上に美しい作品を作りたい』

雨宮馨さん(64才)

(河東中島)

い
程
拾
い
ま
し
た
。
渓
流
の
近
く

で
休
憩
し
て
い
た
時
で
す
。
近
く

の
川
岸
に
一
羽
の
尾
の
長
い
水
鳥

を
見
ま
し
た
。
し
か
し
、
少
し
も

動
き
ま
せ
ん
。
不
思
議
に
思
い
近

づ
い
て
見
る
と
、
な
ん
と
枯
れ
た

杉
の
古
根
で
し
た
。
こ
の
事
が
古

根
を
使
っ
て
工
芸
品
を
作
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
十
八
年
程
に
な
り
ま

す
が
、
商
売
の
合
間
を
見
て
は
山

や
川
へ
と
古
根
を
見
つ
け
に
出
掛

け
て
い
ま
す
。
持
ち
帰
っ
た
古
根

が
美
し
い
作
品
に
出
来
上

っ
た
時

の
う
れ
し
さ
は
、
一
言
葉
で
は
言
え

ぬ
満
足
と
幸
福
感
が
あ
り
ま
す
。

最
近
は
、
友
人
が
盆
栽
や
山
に
出

ゐ

@ 

8 

窃

お
-作り方一一

①豚肉は一口大に切り熱湯でゆでてきやるにとり、塩少

々をふっておきます。

②わかめは熱湯をくぐらせて冷水につけ、水気を切り

ます。

③わかめとトマトを食べやすい大きさに切ります。

④長ねぎは長さ 4センチ位の細い千切りにし、水には

なして水気を切ります。

⑤Aを合せ、食べる直前に①と③をあえて上にねぎを

のせます。

掛
け
て
自
に
つ
い
た
古
根
な
ど
を

わ
ざ
わ
ざ
届
け
て
く
れ
ま
す
。
有

難
い
事
で
す
。

こ
の
様
な
事
を
趣
味
に
お
持
ち

の
方
が
お
り
ま
し
た
ら
仲
間
に
な

り
た
い
で
す
ね
。
今
は
子
供
の
頃

を
思
い
出
し
な
が
ら
竹
細
工
も
初

め
て
い
ま
す
。
色
々
の
作
品
が
出

き
ま
す
。
家
庭
で
使
え
る
も
の
、

ち
ょ
っ
と
し
た
置
物
な
ど
で
す
。

も
う
私
も
老
人
の
仲
間
で
す
。
子

供
や
妻
の
理
解
の
な
か
で
作
品
づ

く
り
に
向
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で

以
上
に
美
し
い
作
品
を
と
思
い
な

が
ら
:
:
:
。

-
h
f
b
g

撒

W
森
山

』

F
夏
の
食
欲
の
な
い
時
で
も

短
時
間
に
で
き
て
、
さ
っ

ぱ
り
と
お
い
し
く
い
た
だ

け
ま
す
グ

こ
う
ほ
う
俳
句

頬
白
の
来
て
満
天
皇
の
鈴
な
ら
す

懐
の
子
雀
息
の
よ
み
が
へ
る

井
上
ま
さ
江

梅
雨
深
し
詳
も
来
ぬ
日
の
花
守
え
て

日
に
娩
け
で
な
り
ふ
り
も
な
く
農
婚
老
ゆ

伊
藤

蛇
行
方
見
定
め
て
え
羊
を
刈
る

如
札
去
れ
ば
静
か
な
る
こ
と
軒
つ
ば
め

破
部

、
玉
締
の
仕
事
区
ぎ
り
つ
か
づ
や
梅
雨
に
入
る

梅
雨
に
た
つ
積
荷
の
シ

l
ト
引
き
締
め
り

小
沢
百
合
子

万
緑
の
中
庇
遊
ぶ
静
け
さ
よ

お
土
産
は
常
滑
焼
や
旅
タ
娩

長
田
そ
の
子

紅
善
放
を
切
り
て
利
さ
れ
つ
電
話
口

雷
雨
去
り
鯉
な
と
ほ
め
つ
つ
無
氏
、
客

河
田

梅
雨
深
し
富
士
見
之
さ
り
し
旅
紳
介
る

供
華
に
と
て
色
々
咲
か
せ
梅
雨
の
庭

輿
石
さ
だ
代

木
か
げ
の
枝
吊
る
す
茶
道
具
畑
薄
暑

矢
印
の
行
く
先
々
に
呆
の
花

内
総
ふ
く
次

老
が
云
う
弟
子
に
無
駄
花
な
き
こ
と
を

霞
羊
、
ほ
の
明
り
し
て
梅
雨
の
え

中
;尺

短
夜
の
夜
半
も
脅
さ
居
り
鳩
時
計

唾
く
な
り
し
子
の
母
に
・反
り
来
夏
す
だ
れ

松
岡

相
の
花
灯
お
と
し
て
無
位
寺

薫
風
や
子
は
射
し
て
背
に
重
し

薬
袋

春
江

63.8.1③ 広報、しよろわ

信
子

好
子

金〆

司ヂ

イえ
満

子

井

L
Lえ

A

，nt
B
f
R
e
 



河西

鈴木信くん
S 63. 1 . 8生

(
父
)
誠
二

(
母
)
洋
子

ト
陥
没

砂
名
前
の
由
来
人
生
の
師
に
「
ま
こ
と
」
と
命
名
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
純
粋
な
「
信
」
を
第

一
に
、
新
世

紀
で
の
活
躍
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

(
父
)
幸
仁

(
母
)
八
重
子

紙j鹿阿原

野沢貴之くん
S61.11.25生

砂
名
前
の
由
来
お
兄
ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ
の
が
大
好
き
な
タ

ー
く
ん
。
男
ら
し
く
、
思
い
や
り
の
あ
る
、
優
し
い
子

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
命
名
し
ま
し
た
。

JJ
J'
 

(
父
)
博
文

(
母
)
和
子

西条二区

深沢 文ちゃん

S 62. 7 . 2生

h
F
名
前
の
由
来
健
康
で
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
成
長
し

て
ほ
し
い
と
願
い
、
パ
パ
の
一
字
を
も
ら
い
「
文
」
と

名
付
け
ま
し
た
。

よ
り
よ
い
親
に

な
る
た
め
に

《
露
守

@
n
ω
g包》

⑨
働
く
こ
と
の
好
き
な

子
は
伸
び
る

子
供
が
家
庭
で
手
伝
い
を
す
る
こ
と

は
、
親
か
ら
子
へ
、
手
か
ら
手
へ
、
仕

事
を

ρ

伝
え
る
U

と
い
う
目
的
を
も
ち
、

ま
た
そ
の
働
き
を
し
て
き
だ
こ
と
を、

ま
ず
思
い
起
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
家

庭
内
の
仕
事
が
機
械
化
さ
れ
、
い
か
に

消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
時
間
が
軽

減
し
た
今
日
と
は
い
え
、
家
族
が
気
持

よ
く
生
活
し
て
い
く
た
め
の
仕
事
量
は

減
ら
な
い
し
、
毎
日
く
り
か
え
き
れ

る
必
要
の
あ
る
も
の
が
多
い
の
で
、

主

終
わ
り
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

、と

せ

ん

。

開

da

働
い
て
い
る
母
親
が
多

い

今

日

、

家

事

に

か

か

/

わ
る
一
切
の
こ
と
が
母

F
U
i

b

必

親
の
し
ご
と
と
し
て
誰

IE
F
湖
際
抗

圃
聞

記一一一一

も
か
え
り
み
な
い
な
ら
、
圏

一↑~立山町一一

疲
れ
た
母
親
、
イ
ラ
イ
ラ
し

」

歪

吟

た
、
小
言
ゃ
ぐ
ち
の
多
い
母
親

a

一一

に
な
っ
て
も
、
ひ
と
り
母
親
を
せ

a

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

家
事
専
業
と
考
え
て
い
る
母
親
と
い
え

ど
も
、
家
事
を
ひ
と
り
占
め
す
る
の
は

ほ
め
た
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

子
供
が
小
学
生
に
な
っ
た
の
を
契
機

に
、
家
族
で
話
し
あ
っ
て
、
仕
事
の
分

担
を
決
め
る
の
も
よ
い
し
、
当
番
制
で
、

男
の
子
も
女
の
子
も
い
ろ
い
ろ
な
仕
事

を
試
み
る
よ
う
に
提
案
す
る
の
も
よ
い

と
思
い
ま
す
。
よ
り
上
手
に
よ
り
楽
し

く
し
ご
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
両
親
は

手
本
を
示
し
て
教
え
て
や
る
こ
と
や
、

で
き
ば
え
を
ほ
め
て
彼
等
の
仕
事
に
注

目
し
て
や
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

子
供
が
自
発
的
に
何
か
の
し
ご
と
を

見
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
自
分
で

工
夫
し
た
り
し
て
、
家
族
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
、
平

和
な
い
き
い
き
し
た
家
庭
に
な
る
ば
か

り
か
、
子
供
の
勉
強
態
度
に
も
生
活
そ

の
も
の
に
も
、
よ
い
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
の
は
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

(
県
家
庭
教
育
資
料
よ
り
)

…
昭
和
六
十
三
年
六
月

一
日
j
六
月

…

…
三
十
日
ま
で
の
届
出
(
敬
称
略
)

…

一
.
出生
.…

町

氏

名

保

護

者

地

区

…

叶
藤

綱

祐

太

智

浩

西

条

新

田

…

…
田

中

雄

介

貴

男

築

地

新

居

…

…

一
之

瀬

由

美

憲

彦

紙

漉

阿

原

…

…
保

坂

良

樹

和

広

上

河

東

…

u

福

島

浩

人

友
則

西

条

新
回

目

…
尾

津

奏

啓

之

河

西

…

…
山
根

拓

徹

上

河

東

…

日
山
田

将

毅

西

条

二

区

…
浅
川
ゆ
か
り
正
道
上
河
東
二
区

日

…
窪

田

大

輔

修

久

西
条
二
区

…

日
草

場

啓

介

稔

飯

喰

日

…
井

上

浩

敦

上

河

東

二
区

・

…
小

林

真

実

博

之

上

河

東

…

必ご議備

.

…・
v
婚

姻

-
v

…

“

久

保

良

月

H

…

〈

-

f

〉

西

条

二
区

…
》

保

坂

奈

美

わ

日
こ
J

佐

野

勉

日

八

f
〉
西
条
新
田

…
しは

井

上

美

桔

H
E

望

月

正

二

広

…

八

、

ィ

〉

西

条

二
区

…
耳

目

イ

松

和

美

日

8
・
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・
ハhu

p

-

-
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福
祉
年
金
を
受
給
し
て

い
る
み
な
さ
ん
に
グ

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人

は
、
毎
年
八
月
に
所
得
状
況
届
を
提

出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
年
の
八

月
分
か
ら
翌
年
の
七
月
分
ま
で
の
福

祉
年
金
を
支
す
る
か
否
か
が
決
定
さ

れ
ま
す
。

所
得
状
況
届
に
よ
っ
て
、
福
祉
年

金
の
支
給
が
決
定
き
れ
た
と
き
は
、

国
民
年
金
証
書
に
八
月
以
降
の
支
給

額
を
記
入
し
ま
す
。

い
ま
お
手
許
に
あ
る
証
書
に
は
、

七
月
ま
で
の
支
払
分
し
か
-
記
入
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
か
ら
、
老
齢
福
祉
年

金
を
受
け
て
い
る
み
な
さ
ん
は
、
八

月
支
払
い
の
年
金
を
受
け
と
っ
た
ら
、

印
か
ん
を
持
参
し
て
、
国
民
年
金
証

書
を
役
場
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

証
書
が
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
次

回
か
ら
の
支
払
い
を
受
け
る
金
額
が

証
書
に
記
入
さ
れ
な
い
た
め
、
老
齢

福
祉
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
国
民
年
金
証
書
は
必
ず
提

出
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
福
祉
年
金
の
ほ
か
に
思
給

や
扶
助
料
、
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の

年
金
を
受
け
て
い
る
人
で
、
年
金
額

の
改
正
や
支
給
内
容
の
変
更
の
あ
っ

た
人
は
、
年
金
額
改
定
通
知
書
(
証

書
)
ま
た
は
支
給
内
容
の
変
更
通
知

書
を
一
緒
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

お
問
合
せ
役
場
住
民
課

(岱
河
1

2
1
1
1

内
線
⑫

・
③
)
ま
で

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
婦
人

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

日
頃
の
運
動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
解

消
に
、
ま
た
日
常
生
活
の
中
で
も
気

軽
に
シ

ェ
イ
プ

・
ア
ッ
プ
で
き
ま
す

0

・
実
施
日

八
月
十
日
・
十
七
日
・
二
十
四
日
・

三
十

一
日
・
九
月
七
日
の
計
五
回

・

時

間

午

後

七

時
三
十
分
1
九
時

・

場

所

町

民
体
育
館

-
対
象
者
町
内
在
住
の
女
性

・

定

員

四

十
名

-
申
込
み
・
お
問
合
せ
町
教
育
委

員
会

(宮
市
1
3
7
3
7
)
ま
で

県
で
は
、
昭
和
六
十
四
年
二
月
の

一
ヶ
月
間
を

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

推
進
月
間
」
と
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
の

図
案
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

-
応
募
方
法

・
応
募
点
数
は
一
人
何
点
で
も
可

0

.
図
案
の
中
に
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
推
進
月
間
」
ま
た
は
「
昭

和
六
十
四
年
二
月
一
日

1
二
月

二
十
八
日
」
の
う
ち
一
つ
を
入

れ
る
。

・
募
集
期
限
は
、
九
月
三
十
日
ま
で
。

詳
し
く
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

(
宮
市
ー

1
6
4
6
1
)
ま
で
グ

安
行
方
不
明
者
の
相
談
に
応
じ
ま
す
*

県
警
で
は
、
家
出
人
の
所
在
確
認
や

身
元
不
明
死
者
の
確
認
を
す
る
た
め
、

八
月
を
身
元
確
認
強
調
月
間
と
定
め
、

「
行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。

0
家
出
の
時
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
で
あ

っ
た
。

O
病
気
な
ど
を
苦
に
し
て
家
出
し
た
。

o
家
出
後

一
度
も
便
り
が
な
い
。

O
突
然
行
方
不
明
と
な
り
、
何
ら
か

の
犯
罪
ま
た
は
事
故
に
関
係
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

ヲ

G
。

な
ど
の
理
由
で
ご
心
配
の
ご
家
族
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
相
談
所
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

相
談
所
は
次
の
と
お
り
開
設
さ
れ
て

い
ま
す
。

-

期

間
八
月
一
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
の

一
ヶ
月

-

場

所
・
警
察
本
部
刑
事
部
鑑
識
課

(
包

お
1
2
1
2
1
内
線
2
2
7
7
)

.
南
甲
府
警
察
署

(
2
4
1
7
1

7
1
内
線
2
4
2
)

・
資
料
等
の
展
示

相
談
所
に
は
、
全
国
で
発
見
さ
れ

た
身
元
の
判
ら
な
い
遺
体
の

「顔
写

真
」
や
「
着
衣
」
な
ど
の
資
料
を
集

め
て
あ
り
ま
す
。南

甲
府
警
察
署
よ
り

-) ¥-. 

惨「シルバー110番」開設
-お年寄りの悩みごと・心配ごと、何でも

お気軽にご相談下さい。

・相談は無料です。 ・来所相談もお受けします。

相談日 相談内容 相談員

月~金曜日 お年寄りにかかわる心配ごと
常勤

よろず相談 9 :00-17: 00 悩みごと・在宅介護等の相談
土曜日 相談員
9 :00-12: 00 -福祉・保護等の情報提供

専門主品あ
税金相談

火曜日 所得や相続などにかかわる税
税理士

13:00-16: 00 金についての相談

水曜日
遺産相続、扶養、金銭貸{昔、

法律相談
l3:00-16: 00 

土地・家屋の問題など、法律 弁護士

電話で
にかかわる相談

木曜日
治療上の悩み、病気の予防・

相日
医療相談 健康や痴呆性老人についての 医師

談言E 
13:00-16: 00 

相談

年金相談
金曜日 各種の公的年金や、社会保険 社会保険

し、
13:00-16: 00 についての相談 労務士

「
交
通
死
亡
事
故
抑
止

緊
急
対
策
」
発
動
中
グ

県
内
に
お
け
る
交
通
死
亡
事
故
が

異
常
な
ぺ
!
ス
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
「
交
通
死
亡

事
故
抑
止
緊
急
対
策
」
が
発
動
さ
れ

ま
し
た
。
緊
急
対
策
を
町
民
総
ぐ
る

で
推
進
し
、
交
通
死
亡
事
故
を
な
く

じ
ま
し
ょ
、
っ
。

ま
た
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民

運
動
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
夏
は

行
楽
シ
ー
ズ
ン
。
子
供
た
ち
の
夏
休

み
も
重
な
り、

季
節
的
に
交
通
事
故

の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

正
し
い
ル

i
ル
と
マ
ナ
ー
を
実
践

し
て
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
な
住

‘み
良
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

-高齢者やその家族の方々からの各種相談を受けています。

63.8.1⑬ 

-ぉ問合せ山梨県高齢者

。--総合相談センター
〔運営/社会福祉法人

山梨県社会福祉協議会〕

広報しよろわ

甲府市丸の内一丁目 10番 5号
(山梨県社会福祉会館 3階)

ft31-0110 

甲府駅

山
梨
県
察
官

募
集
の
お
知
ら
せ

受
験
資
格
昭
和
三
十
六
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

第
一
次
試
験
日
九
月
二
十
五
日
目

受
付
期
間
八
月
八
日
か
ら
九
月
九
日

・
申
込
み
・
問
合
せ
先
県
警
察
本

部
警
務
課
人
事
係
(
包
お
1
2
1

2
1
)
ま
た
は
各
警
察
署
・
派
出

所
・
駐
在
所
ま
で
グ

[町内交通事故E

発 生件数』

「気をつけて」

朝の一言忘れずに

二一6月介=ー
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日

8月29日(月)

午前10時20分 -10時25分

場 所 総合会館

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。

また、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れて、ヒモ

でしっかり封をしてください。

集リ又猫犬用不

時日

査

実施日 受付時間及び地区 該 当 児 場所

8月10日 午後 1時00分~ 昭和62年 7月出生児。

(水)
(押原地区)

昭和62年10月出生児。土、占也ト、メE入3 

午後 1時30分~

(常永地区)
8月11日

午後 2時00分~
昭和63年 1月出生児。会館

(木) (西条地区) 昭和63年 4月出生児。

差合
ロジ康健児手し

町ではつぎのとおり不燃物の特別収集を行います。詳しい

内容については、後日配布する回覧文をご覧ください。

砂全地区…… 8月 8日(月) 午前 6時~午前 8時

※通常、不燃物・粗大ゴミの収集時に出せない物(ガスボン

べ・タイヤ・灰など)

※お出しになるものには必ず指定の荷札をつけてください。

集収沼リ特の物燃不
西条新田西条一区西条二区清水新居

押越河東中島 紙漉阿原

築地新居飯喰河西上河東 上河東二区

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付終了時間は、午後 2時30分ですのでご承知下きい。

~ ~ 
(gillJ) 5B 
匂邸 m く3
ωa獄 qり
を 潔@

bbv 

町
で
は
八
月
十
六
日
(
火
)

午
前

8
時
ま
で
に
盆
の
供
物
の

特
別
収
集
を
お
こ
な
い
ま
す
。

供
物
の
収
集
場
所
は
、
各
区
の

衛
生
委
員
を
通
じ
て
連
絡
い
だ

し
ま
す
の
で
、
一
般
の
ゴ
ミ
収

集
場
所
に
は
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

ま
芝
、
河
川
美
化
の
定

め
川
に
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ

l
u
 

昭和町総合健診結果報告会

母子手帳受付及び一般健康相談日

27日(土)

午前 9時-11時30分

場所 総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を

持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い、健康についての相談にお答えしてい

ますのでお気軽にお出かけください

8月6日(土)・ 18日(木)・時日

先般実施いたしました総合健診の結果報告会を開催いたし

ます。検査結果の見方、個人指導(事後指導)、助言等があり

ますので、受診者の方は必ず出席して下さい。

せっかく受けた健診 も受けたまま放って

おいてはなんの意味もありません。

報告会に参加して、家族ぐるみで健康管

理に努めましょう 。

8月30日(火)

午後 l時-2時

総合会館

昭和61年12月 1日~昭和62

年 2月28日までの出生児及

び前回未受診児。

母子手帳・ l歳 6か月児健

康質問票

，モ="0 、ノ、・司.. 
五ず -:-¥『ノ .、 手4・
rr -、 t、- ...， 
'k k々 '/~A--ζ.)(.二

汗 J 臨 iH '.A 

か 月児健康診査

実施 日

受付時間

場 所

該 当児

6 歳

実施日 対象地区 受付時間 会場

河東中 島 午前 8時30分-9時
8月19日(針

西条 二 区 午後 1時 -1時30分

河 西 午前 8時30分-9時
8月22日(月)

押 越 午後 l時 -1時30分

西条新田 午前 8時30分-9時
8月23日(火) A ロ

西条 一 区 午後 1時 -1時30分

紙漉阿 原 午前8時30分 -9時
8月24日(7j¥) ぷzz〉、

築 地 新 居 午後 l時 -1時30分

飯 日食 午前 8時30分-9時
8月25日附 自官

清水新居 午後 l時 -1時30分

上河東 午前 8時30分-9時
8月26日(創

上河東二区 午後 l時 -1時30分

⑪ 63.8.1 

吾介
。ジ4実手ヰ

8月31日(水)

午後 1時-1時30分

総合会館

昭和63年 4月1日-5月31日

までの出生児。

母子手帳

広報しよろわ

外

持ち持

耳ラ整児

場 所

該 当児

実施 日

受付時間

持 ち 物

手し
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砂合同の故事・ことわざ‘
と ひ い なつむし

飛んで火に入る夏の虫

夏の虫ガ自分で火をしだって飛びこんで死

ぬように¥みずから進んで危険や災難に島を

投ずるだとえ。

+守

時
9

後午

川
場

ン

術
会
一
フ

ド
大

ι
…

イ
球
目

サ
野
イ

室
一
抗
日

教
パ
対
お

フ
リ
ブ
~

ル
(
ラ
(

コ

ケ

ノ

mv
口
一

d
勝

。

赤

一

ゎ

先

民
ト
/
観
の
り
一

県
一
動
/
水
叶
一

止

シ
運

間

/
ぺ
一

防
/
進
月
け
ト
一

故
刊
推
る
叩
間

一

事

日
用
も
ぺ
週

一

通
J

着
ま
ト
の

一

交
ト
ト
を

間
水

一

の
動
ル

路
週
・
一

夏
運
べ
道
光
日
一

4
1
2一
3
4 食品衛生週間

5 
6 広島原爆記念日

立秋
ア 鼻の 日
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9長崎原爆記念日

10道の日

11 

12 

月遅れ盆送り火 盆の供物の特別収集(11 P参照)

16 友会
i心配ごと相談(総合会館午後 1時-)
1行政相談(中央公民館午後 1時-)

ト同|シ ェイプアップ教室(10 P参照)

い出託 i母子手帳交付及び一般健康相談日

i;先勝総合会館)

l一 一 会 (*:t-g-~~ l働入浴サ一一一)

物 11P参照)河東中島西条二区

(金融機関定休日)限努熱

⑮ |子 どもクラブキャンフ。(清水新居)

仏滅

河西

I~ 押越

!健
診 西条新田

1. 九 結 西条一区
伝新 日 嬰
hF九一咲号 | I~ 

… ぃ 心配ごと相談 |立 祇漉阿原
(総合会館午後 1時一)1同

先勝|交通事故出張相談 |会 築地新居
冗勝 1 (竜王町南部公民館・ 1-:-::-

ふ→十斗 午前10時~午後 3時)I総
勾 シェイプア ップ教室 |合 飯喰

I (10 P参照) !高 清水新居
友号11

ω I~ 上河東
参 上河東二区

先負 1乙

川母子手帳交付及び一般J惣器
仏滅 I~~ ハビ リ教室 (総合会館 )

l親子の縁日(6 P参照)

17 
例 |L配ごと相談(総合会館午後 l時-)

友引行政相談(中央公民館午後 l時--.:)'1118 
安産教室総合会館)

術 |コノレフ教室
先負 ( 1)パーサイド練習場午匂お)1119 
後j

仏滅| 1120 
ω!子どもクラブキャンプ

…. I (飯喰 ・河西・上河東二区)
大安|母子手帳交付及び一般健康相談日

日 (総合会館)
⑪ |リ ハビ 1)教室(総合会館)

赤 口|子どもクラフキャンフ。(西条新聞河束中島)

九二;ょ'1ゴルフ教室 」山 田 川キ

(リバーサイ ド練習場T 間二すl時)
不燃物の特別収集(11P参照)
県警察官採用試験受付開始

(-9月9日・10P参照)

21 

22 

23処暑

24 iお
ぬ1心配ごと相談(総合会館午後 1時-)

乳児健康診査(総合会館)
iを 符|シェイプア ンプ教室(10P参照)

1;> . .，1乳児健康診査(総合会館)

f:'ゆT入浴サービス(総合会館午後 1時-)

先勝、

25 

26 

27 

1 31午日)防 28 ⑪ 

大安

14 
終戦記念日

15月遅れ盆
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(月) I不用犬猫収集日 (総合会館)

|義母

30防災週間(-9月5日)Iω1 1歳 6カ月児健康診査(総合会館)

l先勝

29 

31二百十日 lU配ごと相… …1時-)gJ，)!...1乳児整形外科検診(総合会館)
支出 !押小・西条小・押中夏休み終了

jシェイプアップ教室(10 P参照)
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西条-区

西条 二区

清水新居

西 条 新国

押越

河東中島

紙漉阿原

築地新居

飯喰

河西

上河東

上河東二度

毎週 2日 ・5日 ・9日 毎月

火・金，曜日 12日 ・16日・ 19日 第 2水曜日

23日.26日・ 30日 第4水曜日

毎月

毎 週
|日 ・4日 ・8日 毎月

第 4水曜日

月・木曜日 11日 ・15日 ・18日 第 l水曜日 3日
24日

22日 ・25日 ・29日 第 3水曜日 17日

※この時期の台所などから出る生ゴミは水切

りを十分におこなってから出してください。

※スプレ ー缶等は爆発する恐れがありますの

で、ゴミとして出す場合は必ず缶に穴をあ

けて中の気体を抜いてから 出し てくださし」

※今月は、盆おくリの供物の特別収集、不

燃物の特別収集を実施致しますので、後日

配布する回覧文をご覧のうえ、 お出し下さ

。
、.

tし
V

※ゴミは町指定の無公害ポリ袋か荷札できめ

られた 日に、 きめられた場所へ出 しましょ

つ。

広報しよろわ 63.7.1⑫ 


